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要約 

・ イタリア北部における15の病院でCovid-19発生時の急性冠症候

群（acute coronary syndrome: ACS）の入院率を調査した。 

・ 本調査期間は、2020年2月20日（イタリアで初めてCOVID-19

が確認された日）〜2020年3月31日であった。 

・ この調査期間（2020年2月20日〜3月31日）と同年早期期間 

（2020年1月1日～2月19日）および前年期間（2019年2月20

日～3月31日）との間で入院率を比較した。 

・ 本調査期間中、ACSで入院した患者は547人、平均入院率は1日

あたり13.3件であった。 

・ 本調査期間の入院率は、同年早期期間（総入院数899人、1日あ

たり18.0件）および前年期間（総入院数756人、1日あたり18.9

件）に比し、有意に低値を示した。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ Covid-19発生により、イタリア北部の病院におけるACS関連の

入院率が大幅に減少した。 

・ 最近のデータでは、本調査期間における死亡率の有意な増加が示

されている。 

・ Covid-19パンデミック段階において、患者がACSで死亡した可

能性もある。しかし、その関連については明らかではない。 


